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【中国周辺を確認するときは、中国王朝ごとに整理しましょう】 

こんにちは、世界史の北林です。梅雨入りとなりましたね。湿気が多くなると体調を崩しやすくなります

ので、気をつけてくださいね。私は時々頭痛と闘っています。雨が降るとたまになるんですよね。自分の身

体をよく知っておく必要がありますね。ま、何があっても授業中はテンション高めです(笑)。 

 

研伸館は現在、プレサマーフェスタの真っ最中。研伸館の夏前の1日限定講座は無料ですから、注目してお

いてください。世界史は「イスラーム史特別講義」。200分でイスラーム史を一気に整理します。 

http://www.kenshinkan.net/event/Pre-Summer/ 

 

さて、解答作成へのワンポイントアドバイスです。改めて問題の確認です。 

 

問題  京都大学 2017年 第 1問 

中央ユーラシアの草原地帯では古来多くの遊牧国家が興亡し、周辺に大きな影響を及ぼしてきた。中国の

北方に出現した遊牧国家、匈奴について、中国との関係を中心にしつつ、その前 3 世紀から後 4 世紀初頭に

いたるまでの歴史を 300字以内で説明せよ。解答は所定の解答欄に記入せよ。句読点も字数に含めよ。 

 

中国の王朝と周辺民族との関係を確認することはあっても、匈奴史だけを概観する、ということはこれま

でしてきた人はほとんどいなかったのではないでしょうか。でも、中国王朝ごとに周辺民族を確認していれ

ば、大まかな流れは確認できます。中国およびその周辺民族史は、まず中国王朝ごとに確認していくのがや

はり一番ですね。では、簡単に確認していきましょう。 
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《ワンポイントアドバイス》 

 匈奴は前３世紀ごろから数百年間、モンゴル高原で強勢を誇った遊牧騎馬民族です。スキタイ人の騎馬文

化の影響をうけたといわれています。スキタイ人とは前６世紀〜前４世紀または前３世紀に、南ロシアの草

原地帯を中心に活躍した民族で、スキタイというのは古代ギリシア人による呼び名です。彼らの活躍は、そ

の後の北方遊牧民のモデルとなります。草原の道を駆け回っていたんでしょうね。 

 

 さて、前３世紀ということは、戦国時代の後半。戦国時代の地図を見ると、戦国の七雄の北方にある国は、

長城を築いていることがわかりますね。匈奴はすでに戦国時代には中国へ圧力をかけていたんです。 

 前３世紀末、秦の始皇帝が中国を統一します(前 221 年)。始皇帝は圧力をかけていた匈奴へ蒙恬将軍を送

り、討伐しました。 

 しかし、中国が秦末の混乱→前漢、と変化すると周辺への圧力が弱まります。そのときに匈奴を束ねて最

盛期を現出したのが、冒頓単于(ぼくとつぜんう)。単于というのは匈奴の王のことです。彼は統一したばか

りの前漢の高祖を白登山の戦いで破り、以後、前漢は米・酒・絹などを送る消極的外交を展開します。よう

は、貢ぎ物をあげるから攻めてこないで〜、ということなんですが、そんなことで引っ込むわけないですよ

ね。いつの時代も一緒です。ゆすったらもっと出してくれるかな、なんて考えるわけです。前漢への圧力は

増える一方。しかも匈奴は前２世紀には、月氏を西に追いやり、オアシスの道を握って貿易を押さえます。

匈奴はかなり強かったんです。 

 前２世紀の後半、前漢の武帝の時代になります。武帝の時代は人口が 6000万弱、長らく大きな戦争もなか

ったので、前漢の力はかなり充実していました。月氏が逃げてつくった大月氏国に張騫を派遣し、同盟こそ

なりませんでしたが、西域の事情はよく分かりました。そして衛青・霍去病を遠征させ、匈奴に打撃を与え

ます。前漢が西域に河西４郡をおいて、内陸貿易を握ります。ここから少しずつ匈奴は弱っていきます。 

 

 前１世紀に匈奴は東西分裂、西匈奴は滅亡、東の匈奴はさらに南北に分裂します。ちなみに４世紀にヨー

ロッパへ向かうフン族は、北匈奴という説がありますね。南匈奴は後漢に服属します。 

 その後、八王の乱に乗じて五胡の一部として中国に入ります。永嘉の乱を起こすのは南匈奴が中心ですね。 

 

さてここまでどうでしょうか。一つ一つ調べていくと、そんなに難しくはありませんよ。 

  

《解答例》 

前３世紀に戦国末期の混乱で勢力を伸ばしたが、秦の始皇帝に撃退された。秦は長城を修復・連結して防

御に努めたが、冒頓単于により強盛となった匈奴は成立間もない前漢の高祖を破り、以後前漢に屈辱的外交

を強い、月氏を攻めてオアシスの道を支配して大遊牧国家を建設した。前２世紀に前漢の武帝に敗れると内

陸貿易の利を失って衰え、前１世紀に東西に分裂し、西匈奴は前漢により滅び、東匈奴は１世紀中頃さらに

南北分裂した。北匈奴は後漢にイリ地方へ追われ、南匈奴は後漢に服属して一部は傭兵となった。３世紀末

の八王の乱以後の混乱で南匈奴は華北に進出し、劉淵が 304 年に漢を建てて華北は五胡十六国時代となり、

永嘉の乱で西晋を滅ぼした。（２９８字） 
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